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■ 高い就職率を誇る福井工業大学の就職支援
就職活動が本格化する3年次からは、実際の就職試験に万全の体制で臨むことができるよう、ガイダン
スやセミナー、各種対策講座などを数多く実施しています。スキルアップに励む学生を応援するために、
資格取得支援講座の開講やインターンシップなども行っています。さらに民間企業経験のある職員や
キャリアカウンセラーなどの専門職員を学科ごとに配置し、就職担当教員と連携を図りながら、一人ひ
とりの学生にあった指導に取り組んでいます。

■ 就職実績
　〈就職率＝（就職決定者÷就職希望者数）×100〉

98.1%
平成26年3月卒

98.3%
平成27年3月卒

98.5%
平成28年3月卒

99.3%
平成29年3月卒
※平成29年5月1日現在

自己発見レポート活用ガイダンス
業界研究セミナー

入学時に大学生基礎力調査を受けます。その分析結果を
学んで、自分の強みと課題を知り、今後の学生生活に役立
てる講座です。

県内の企業を訪ねて、企業等の魅力を知り将来の就職に向
けて視野を広げてもらうことを目的とした見学ツアーを
行っています。

キャリアセンター就職支援課

first year student second year student

キャリアセンター就職支援課は
、

学生の将来の夢を実現してもらう

ために、入学時から4年間を通し

てキャリア形成・就職支援に取り

組んでいます。

（大学1号館3階）

希望職種や将来の設計など学生との会話
から就職先のアドバイスを行います。

1�å�Í 2�å�Í
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大
学
院
進
学
の
勧
め

文
部
科
学
省
の
平
成
29
年
度
学
校
基
本
調
査
（
速
報
値
）
に
よ

れ
ば
、
高
校
卒
業
者
の
現
役
大
学
進
学
率
は
49
・
6
％
で
す
。
高

校
卒
業
者
の
2
人
に
1
人
が
大
学
に
進
学
し
て
い
る
状
況
下
で
、

大
学
在
学
中
の
就
職
活
動
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
は
何
ら

か
の
差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
福
井
工
業
大
学
で
は
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
資
格
取
得

支
援
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
資

格
取
得
に
加
え
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
躍
の
場
を
さ
ら
に
広

げ
る
た
め
の
選
択
肢
と
し
て
大
学
院
進
学
が
あ
り
ま
す
。
平
成

5
年
度
と
平
成
25
年
度
に
お
け
る
大
学
卒
業
者
お
よ
び
大
学
院

修
了
者
の
就
職
動
向
の
比
較
を
文
部
科
学
省
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

［
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

①
］
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
製
造
技
術
者

に
占
め
る
修
士
課
程
修
了
者
の
割
合
は
平
成
5
年
度
（
22
・
５
％
）

か
ら
平
成
25
年
度
（
50
・
４
％
）
の
20
年
間
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。

全
国
平
均
で
理
工
系
学
部
の
大
学
卒
業
者
の
約
4
割
が
大
学
院

に
進
学
し
て
い
る
現
状
を
考
え
ま
す
と
、
今
後
製
造
技
術
者
に

占
め
る
大
学
院
修
了
者
の
割
合
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減

る
こ
と
は
な
い
と
言
え
ま
す
。本
学
で
は
、学
生
自
身
の
努
力
や

卒
業
生
の
企
業
で
の
活
躍
等
に
よ
り
、
99
・
3
％
（
平
成
29
年
3

月
卒
業
者
実
績
）
と
い
う
全
国
レ
ベ
ル
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

就
職
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
就
職
先
で
長
年
に
わ
た
っ
て
働
く

た
め
に
は
、
自
分
で
研
究
開
発
し
た
製
品
が
社
会
を
支
え
て
い

る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い

る
な
ど
の
達
成
感
や
満
足
度
が
、
よ
り
大
切
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
ご
子
息
・
ご
息
女
が
製
造
技
術
者
や
研
究
開
発
者
と
し
て
充

実
感
を
抱
き
な
が
ら
、
他
の
大
学
院
修
了
者
と
同
じ
土
俵
で
互

角
以
上
に
渡
り
合
え
る
よ
う
に
大
学
院
進
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

本
学
大
学
院
の
ご
紹
介

本
学
大
学
院
の
工
学
研
究
科
に
は
、
応
用
理
工
学
専
攻
と
社
会

シ
ス
テ
ム
学
専
攻
の
2
専
攻
が
設
置
さ
れ
、
い
ず
れ
も
博
士
前

期
課
程
（
修
士
課
程
、2
年
間
）
と
博
士
後
期
課
程
（
博
士
課
程
、

3
年
間
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
専
攻
に
は
改
組
前
の
学

部
学
科
に
対
応
し
た
コ
ー
ス
が
あ
り
、
学
部
か
ら
の
一
貫
教
育

に
よ
っ
て
よ
り
高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
本
学
大
学
院
の
構
成
に
つ
い
て
は
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
御
覧
下
さ
い
）。
博
士
前
期
課
程
で
は
、
2
年
間
で
30

単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
修
了
要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
部
（
4
年
間
で
１
２
４
単
位
修
得
）
に
比
べ
て
ゆ
と
り
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
大
学
院

で
は
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

研
究
活
動
を
通
し
て
、
社
会
で
役
立
つ
論
理
的
思
考
力
や
課
題

解
決
能
力
、
さ
ら
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て

い
き
ま
す
。
本
学
大
学
院
で
は
研
究
業
績
等
に
よ
っ
て
在
学
期

間
を
短
縮
す
る
こ
と
も
で
き
、
最
短
3
年
間
で
博
士
（
工
学
）

の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
（
詳
し
く
は
学
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）。
ま
た
、
大
学
院
学
生
に
は
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）
と
し
て
実
験
や
演
習
等
の
教

育
補
助
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
に
よ
る
補
助
業
務
は
、

教
え
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
学
ぶ
と
い
う
教
育
的
配
慮
の
下
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
Ｔ
Ａ
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
実
力
が
向
上
し
、
人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

進
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援

学
部
の
4
年
間
に
博
士
前
期
課
程
の
2
年
間
が
加
わ
る
と
な
る

と
経
済
的
な
負
担
を
懸
念
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
学
で

は
、
大
学
院
入
学
予
定
者
で
、
本
学
で
の
学
習
意
欲
を
持
つ
者

に
対
し
、
選
考
に
よ
り
学
納
金
を
減
免
す
る
大
学
院
進
学
奨
励

奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
第
1
種
は
本
学
学
納
金
50
％
減

免
、
第
2
種
は
本
学
学
納
金
と
国
立
大
学
大
学
院
標
準
額
（
授

業
料
）
の
差
額
を
減
免
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
学
で
は
大
学
院

入
学
料
が
不
要
な
た
め
、
入
学
初
年
度
は
国
立
大
学
大
学
院
に

比
べ
て
入
学
料
（
２
８
２
、０
０
０
円
）
の
分
だ
け
安
く
な
り
ま

す
。
博
士
後
期
課
程
で
は
、
平
成
30
年
度
入
学
予
定
者
で
、
本

学
で
の
学
習
意
欲
を
持
つ
者
に
対
し
、
選
考
に
よ
り
学
納
金
を

１
０
０
％
免
除
す
る
大
学
院
進
学
奨
励
奨
学
金
制
度
（
本
学
学

部
卒
業
ま
た
は
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
を
修
了
し
て
い
な

い
者
は
、
初
年
度
の
み
設
備
充
実
費 

年
額
１
７
０
、０
０
０
円

が
必
要
で
す
）
を
導
入
し
、
進
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援
を
さ

ら
に
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
前
述
し
た
Ｔ
Ａ
業
務
で
は
一
人
当

た
り
月
額
4
～
5
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
学
納
金
や
、
生

活
費
を
賄
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
就
職
後
の
初
任
給
も
前
期

課
程
修
了
者
と
学
部
卒
業
者
と
で
は
月
額
で
2
～
3
万
円
の
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
学
院
進
学
に
要
し
た
費
用
は
比
較
的
短

期
間
の
内
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
ま
す
。

大
学
院
で
過
ご
す
年
月
は
密
度
が
濃
く
、
極
め
て
有
意
義
で
す
。

専
門
技
術
者
と
し
て
研
究
開
発
部
門
で
活
躍
す
る
と
い
う
ご
子

息
・
ご
息
女
の
希
望
を
叶
え
る
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
様
方
に
は

本
学
大
学
院
に
つ
い
て
是
非
ご
一
考
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
①　

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/

sangaku2/1351875.htm
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（博士前期課程／博士後期課程） （博士前期課程／博士後期課程）
電気電子情報工学、宇宙情報科学、機械工学、環境生命
化学、原子力技術応用工学の５コースを設置し、各コース
の専門分野の教育と研究を行っています。博士前期課程で
は、広い視野と高度な専門知識・技術、新しい問題提起と
その解決能力を備えた創造性豊かな人材を養成。博士後
期課程では、基幹あるいは先端理工学分野における目覚ま
しい科学・技術の発展に対応できる専門知識と応用能力、
研究能力を備えた人材を育成します。

電気電子情報工学コース
電力工学、電子材料、デバイス工学、物性工学、制御工学、
コンピュータ情報工学の各分野の教育と研究を行い、エネル
ギー、半導体、デバイス、情報技術などの広い領域で革新を
続ける電気電子情報工学分野の研究開発に貢献できる人材を
育成します。

宇宙情報科学コース
宇宙環境科学、地球環境計測工学、衛星通信工学、情報処
理工学の各分野の教育と研究を行い、宇宙空間を利用する時
代に対応できる人材を育成します。

機械工学コース
材料工学、振動工学、流体工学、熱工学、機械システム工学
の各分野の教育と研究を行い、あらゆる産業に関わりをもつ
機械工学の分野で活躍できる人材を育成します。

環境生命化学コース
応用化学、環境科学、材料科学、応用生物学、生命科学、生
体工学の各分野の教育と研究を行い、資源・エネルギー・地球
環境・食糧問題等、人類が直面している重要課題の解決や安全
で豊かな循環型社会の構築に貢献できる人材を育成します。

原子力技術応用工学コース
原子力工学、原子力発電工学、放射線応用工学の各分野の教
育と研究を行い、原子力発電技術分野で高度な専門知識・技
術を身につけた人材を育成します。

土木環境工学、建築学、デザイン学、経営情報学の４コー
スを設置し、各コースの専門分野の教育と研究を行ってい
ます。博士前期課程では、広い視野と高度な専門知識・技
術、新しい問題提起とその解決能力を備えた創造性豊かな
人材を養成。博士後期課程では、建築や社会基盤の計画・
調査・設計・施工・維持管理、デザインによる生活文化や生産・
環境・情報の価値創造、プロジェクトマネジメントおよび望
ましい情報社会の構築に貢献できる専門知識と応用能力、
研究能力を備えた人材を育成します。

土木環境工学コース
土木計画学、水工学、環境工学、地盤工学、構造工学の各
分野の教育と研究を通じて、社会基盤施設の計画・施工・維持
管理および自然環境の保全を考究し、安全・安心な社会の構
築に寄与できる人材を育成します。

建築学コース
建築計画・意匠、建築設計、建築環境・設備、伝統木造建築、
建築構造工学の各分野の教育と研究を行い、個々の建築の個
性とコンセプトおよび都市・地域社会のコンセプトとの調和を
図り、快適な都市・居住空間の実現に貢献できる人材を育成し
ます。

デザイン学コース
生活創造科学、生産・環境デザイン学、情報・伝達デザイン学
の各分野の実践的な教育と研究を行い、生活・技術・文化・芸
術などの理解の上に、豊かな生活環境を生み出すための魅力
的な提案とその実現に貢献できる高度な専門性を備えた人材
を養成します。

経営情報学コース
高度情報社会に対応した企業経営および情報通信技術に関す
る教育と研究を行い、望ましい情報社会の構築に向けて積極
的に提言し、貢献できる人材を育成します。

大学院についての問い合わせ：入学課／☎0120–291–780

応用理工学専攻 社会システム学専攻
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【
研
究
室
を
訪
ね
て
】

原
子
力
技
術
応
用
工
学
科
　
教
授

西
嶋 

茂
宏

磁
気
力
制
御
技
術
の
基
盤
技
術
産
業
へ
の
挑
戦

　
「
基
盤
技
術
産
業
」
と
は
、「
も
の
づ
く
り
基

盤
技
術
振
興
基
本
法
施
行
令
」
で
指
定
さ
れ

て
い
る
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
産
業
で
、
こ
こ
で

は
「
分
離
に
係
る
技
術
」
を
想
定
し
て
い
る
。

具
体
的
に
言
う
と
、
開
発
し
て
き
た
磁
気
力

制
御
技
術
を
基
盤
技
術
ま
で
成
長
さ
せ
、
製

造
業
等
へ
普
及
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
現
在
は
、
福
島
汚
染
土
壌
の
減
容
化
を

研
究
テ
ー
マ
の
柱
に
据
え
て
い
る
が
、
原
子
力

分
野
の
み
な
ら
ず
、
資
源
、
環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

医
療
分
野
に
ま
で
展
開
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は 

“
基
盤
技
術
産

業
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
実
施
し
て
き
た
研
究
に

つい
て
紹
介
し
た
い
。

　

図
１
、
図
２
に
実
施
し
て
き
た
開
発
テ
ー
マ

を
時
系
列
で
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
装
置
開
発

で
あ
る
た
め
企
業
と
共
同
で
進
め
た
研
究
で
あ

る
。

　

ま
ず
二
〇
〇
〇
年
に
太
陽
電
池
用
シ
リ
コ
ン

の
ス
ラ
イ
ス
に
使
用
す
る
ス
ラ
リ
ー
の
再
生
を
実

施
し
た
。
粘
稠
性
の
研
削
オ
イ
ル
（
ス
ラ
リ
ー
）

が
砥
粒
（SiC

）
を
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
に
付
着
さ
せ

シ
リ
コ
ン
を
研
削
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
加
工

が
進
む
に
つ
れ
加
工
性
能
が
劣
化
す
る
。
こ
れ

は
シ
リ
コ
ン
加
工
粉
の
蓄
積
に
よ
る
ス
ラ
リ
ー
の

粘
度
の
増
加
、
鉄
粉
の
砥
粒
エッ
ジ
へ
の
付
着
に

よ
る
加
工
性
能
の
劣
化
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を

突
き
止
め
た
。
そ
こ
で
劣
化
し
た
砥
粒
を
粘

稠
性
ス
ラ
リ
ー
か
ら
強
磁
場
で
除
去
す
る
装
置

を
開
発
し
た
。
な
お
シ
リ
コ
ン
加
工
粉
は
遠
心

分
離
で
除
去
し
所
期
の
性
能
を
達
成
し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
は
製
紙

工
場
廃
水
処
理
を
実
施
し
た
。
製
紙
工
場

廃
水
の
約600ppm

の
化
学
的
酸
素
要
求
量

（CO
D

）
を
製
紙
工
場
内
で
再
利
用
で
き
る

100ppm

以
下
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

処
理
量
は
日
量
二
千
ト
ン
で
あ
る
。
こ
の
開
発

の
過
程
で
、CO

D

成
分
へ
の
磁
気
シ
ー
デ
ィ
ン

グ
の
手
法
を
開
発
し
た
。
強
磁
性
体
の
酸
化

鉄
粉
末
（
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
）
を
廃
水
に
混
合
し

CO
D

成
分
を
吸
着
さ
せ
る
技
術
で
あ
る
。
そ

の
後
超
電
導
磁
石
を
利
用
し
た
磁
気
分
離
装

置
で
分
離
除
去
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
た
。
ま
た

同
様
の
技
術
で
、
二
〇
〇
八
年
に
は
ド
ラ
ム
缶

洗
浄
排
水
の
浄
化
装
置
を
開
発
し
た
。

　

医
療
応
用
も
試
み
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年

か
ら
二
〇
〇
六
年
に
は
磁
気
誘
導
薬
剤
配
送
シ

ス
テ
ム
を
検
討
し
た
。
体
内
の
特
定
の
臓
器
へ

の
薬
剤
集
中
を
体
外
の
磁
場
に
よ
っ
て
実
現
し

よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
薬
剤
に
見
立
て
た

100nm

の
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
を
生
体
に
投
与
し
、

体
外
か
ら
の
磁
場
で
誘
導
・
蓄
積
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
図
に
示
し
た
の
は
、
超
電
導
磁
石

を
手
術
ア
ー
ム
に
装
着
し
た
様
子
で
あ
る
。
ブ
タ

（
体
重
36
㎏
、
体
長
1m
程
度
）
を
利
用
し
た

実
験
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
を
得
て
い
る
。

　

二
〇
一一年
に
は
セ
リ
ア
（
酸
化
セ
リ
ウ
ム
）
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
（
図
2
）。

セ
リ
ア
は
ガ
ラ
ス
や
液
晶
の
研
磨
に
利
用
さ
れ
て

い
る
研
磨
剤
で
あ
る
。
こ
れ
ら
製
品
に
は
最
終

工
程
で
セ
リ
ア
に
よ
る
研
磨
が
必
須
で
あ
る
が
、

セ
リ
ア
は
研
磨
作
業
後
、
水
処
理
の
過
程
で

凝
集
剤
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
る
。
こ
の
廃
棄
ス

ラ
ッ
ジ
か
ら
セ
リ
ア
を
分
別
回
収
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
、
磁
場
印

加
に
よ
り
常
磁
性
媒
体
中
で
特
定
物
質
の
み
を

浮
上
さ
せ
る
、
磁
気
ア
ル
キ
メ
デ
ス
法
を
利
用

し
た
。

　

二
〇
一三
年
か
ら
二
〇
一五
年
に
は
地
熱
資
源

（
温
水
）
利
用
の
た
め
、
地
熱
水
か
ら
の
シ
リ

カ
の
除
去
を
行
っ
た
。
熱
水
は
地
下
で
は
高
温

高
圧
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
シ
リ
カ
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
成
分
が
溶
解
し
て
い
る
。
し
か

し
地
上
に
出
て
き
た
と
き
に
は
溶
解
度
が
低
下

し
、配
管
等
を
閉
塞
さ
せ
、大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
シ
リ
カ
除
去
を
、
磁
気
シ
ー
デ
ィ

ン
グ
法
を
利
用
し
た
磁
気
分
離
シ
ス
テ
ム
で
実

現
し
た
。

　

二
〇
一五
年
か
ら
二
〇
一六
年
に
か
け
て
（
現

在
も
継
続
中
で
あ
る
が
）
は
、
磁
場
を
利
用

し
た
福
島
汚
染
土
壌
の
減
容
化
に
つ
い
て
技
術

開
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一三
年
か
ら

は
火
力
発
電
所
の
給
水
中
か
ら
の
酸
化
鉄
ス

ケ
ー
ル
の
除
去
の
た
め
の
装
置
を
開
発
し
て
い

る
。
こ
れ
は
火
力
発
電
所
の
熱
効
率
低
下
の
抑

制
を
通
し
てCO

2

の
発
生
低
減
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
技
術
以
外
に
も
基
礎
研
究

は
行
わ
れ
て
お
り
、
各
方
面
へ
の
応
用
の
可
能

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
基
盤
技
術
産
業
化
は

す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
助
言
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

図1　2000 〜 2010年 図2　2011 〜 2020年

’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ‘10

「超伝導磁気分離を利用した製紙工場からの廃水
処理システム」 ’01-’04 （双葉商事㈱）

12             13             14            15             16             17             18             19             20    21  

磁気ろ過器によるドラム缶洗浄水の浄化
“「半導体工場の無機懸濁廃液磁気清澄システム」
2000：㈱TKX

2008：日本板硝子エンジニアリング（株）

‘05-’06：日立メディコ、日立製作所
「深部治療に対応した次世代DDS型治療シス
テムの研究開発（F/S）」 「磁気誘導ＤＤＳ（Ｍ
ＤＤＳ）による次世代治療システム」

’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16 ’17 ’18 ’19 ‘20
22             23             24            25             26             27             28             29             30    31  

’11 前田マテリアル㈱

「磁気アルキメデス法によるレアアース(酸化セリウム)のリサイク
ル技術開発及びリサイクルシステムの構築」

’13-’15 「低温域の地熱資源有効活用
のためのスケール除去技術の開発」

‘１５-’１６「除去土壌の磁気分離による
減容技術開発に関する研究」

’13-’17 戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発（ＡＬＣ
Ａ）「磁気分離法による発電所ボイラー給水中の酸化鉄除去」
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人
類
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
言
わ
れ
る

核
融
合
の
開
発
は
現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
核
融
合
炉
で
は
磁
場

中
に
お
い
て
燃
料
で
あ
る
重
水
素
と
三
重

水
素
を
加
熱
し
、
1
億
度
級
の
プ
ラ
ズマ
状

態
に
し
て
核
融
合
反
応
を
起
さ
せ
、
中
性

子
と
ア
ル
フ
ァ
粒
子
（
ヘ
リ
ウ
ム
の
原
子
核
）

を
生
成
し
ま
す
。
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
こ

れ
ら
の
粒
子
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
放

出
さ
れ
る
の
で
、
構
造
材
原
子
と
衝
突
さ

せ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
か
ら
発
電
を
行

い
ま
す
。

　

核
融
合
開
発
の
最
前
線
で
は
、
日
本
、

欧
州
、
米
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
の
6

極
に
よ
る
国
際
協
力
でIT

ER

と
呼
ば
れ

【
研
究
室
を
訪
ね
て
】

原
子
力
技
術
応
用
工
学
科
　
教
授

伊
藤 

保
之

核
融
合
原
型
炉
概
念
設
計
検
討
へ
の
取
組

る
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
図
1
）
の
建

設
が
二
〇
二
五
年
完
成
を
目
指
し
て
鋭
意

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
は
実
際
に

核
融
合
反
応
を
起
し
て
５
０
０
MW
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
し
ま
す
。
ま
た
反
応
で
生

成
し
た
上
述
の
ア
ル
フ
ァ
粒
子
の
み
で
プ
ラ
ズ

マ
を
加
熱
し
持
続
的
に
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
の

で
き
る
自
己
点
火
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
が
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
験
炉
の
次

の
段
階
は
、
実
用
炉
の
ひ
と
つ
手
前
の
炉
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
原
型
炉
で
す
。

　

原
型
炉
で
は
、
核
融
合
発
電
実
証
を
行

う
と
共
に
、
自
然
界
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
燃
料
で
あ
る
三
重
水
素
を
、
プ
ラ
ズ

マ
の
周
り
に
置
か
れ
た
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
炉
内
要
素
に
入
れ
た
リ
チ
ウ
ム
に
中

性
子
を
当
て
て
生
産
し
ま
す
。
核
融
合
原

型
炉
は
中
性
子
を
桁
違
い
の
数
で
発
生
さ

せ
る
な
ど
、
そ
の
設
計
の
困
難
さ
は
実
験

炉
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
核
融
合

炉
の
重
要
要
素
の
1
つ
で
あ
る
ダ
イ
バ
ー
タ

と
呼
ば
れ
る
装
置
に
関
わ
る
当
研
究
室
で

の
研
究
に
つい
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

図
１
の
下
部
に
あ
る
ダ
イ
バ
ー
タ
は
プ
ラ

ズ
マ
表
面
か
ら
漏
れ
出
る
高
温
の
プ
ラ
ズ
マ

粒
子
を
磁
力
線
で
導
き
集
め
て
排
気
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
・

処
理
す
る
装
置
で
す
。
な
に
し
ろ
漏
洩
粒

子
は
プ
ラ
ズ
マ
表
面
上
で
非
常
に
薄
い
シ
ー

ト
状
の
流
れ
に
な
っ
て
ダ
イ
バ
ー
タ
に
流
入

す
る
た
め
、
そ
の
表
面
の
熱
流
束
は
1
平

方
セ
ン
チ
メ
ー
ル
当
た
り
１
kW
程
度
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
ダ
イ
バ
ー
タ

表
面
は
、
そ
の
温
度
が
簡
単
に一
〇
〇
〇
℃

を
超
え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
高
融
点
金
属

で
あ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
製
の
モ
ノ
ブ
ロ
ッ
ク
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
中
性
子
照

射
下
で
こ
の
よ
う
な
表
面
材
料
（
プ
ラ
ズ
マ

対
向
材
料
）
を
如
何
に
し
て
冷
却
し
、
材

料
の
健
全
性
を
保
つ
か
が
炉
設
計
上
の
大

き
な
課
題
の
1
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　

タ
ン
グ
ス
テ
ン
モ
ノ
ブ
ロ
ッ
ク
（
図
2
）
は

20
〜
25㎜
の
矩
形
断
面
を
有
し
て
お
り
そ
の

中
央
に
冷
却
配
管
を
貫
通
さ
せ
水
を
流
し

て
冷
却
し
ま
す
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
、
モ
ノ
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
熱
負
荷
が
そ
の
上
面

の
み
、
す
な
わ
ち
片
側
か
ら
し
か
来
な
い
た

め
、
円
形
断
面
の
冷
却
配
管
内
面
の
頂
部

に
熱
が
集
中
し
熱
流
束
が
表
面
で
の
値
の

2
倍
近
く
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
高

熱
負
荷
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
管
と
冷
却

水
と
の
境
界
面
が
伝
熱
面
と
し
て
有
効
に

使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の
為
、
冷
却

水
の
必
要
流
量
は
非
常
に
高
い
も
の
に
な
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
図
2
に
示
す
如
く
、
冷
却

配
管
頂
部
付
近
に
熱
伝
導
度
の
小
さ
い
材

料
（
チ
タ
ン
合
金
）
を
用
い
た
厚
さ
0.1㎜
程

度
の
熱
障
壁
層
を
置
い
て
配
管
への
直
接
的

な
熱
の
流
れ
を
妨
げ
、
分
散
さ
せ
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。
計
算
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
熱
障
壁
層
を
置
く
こ
と
で
、
例
え
ば

伝
熱
面
で
の
最
大
熱
流
束
が
20
％
程
度
低

減
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
冷
却
水
の
流
量
を

35
％
低
減
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
は
数
あ
る
設
計
課
題
の
１
検
討
例

を
示
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
原
型
炉
は
非

常
に
過
酷
な
条
件
下
で
の
運
転
を
強
い
ら

れ
る
た
め
、
各
炉
内
要
素
に
生
じ
る
工
学

的
課
題
を
一つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
整
合
性
の
と
れ
た
炉
設
計
を
完
結
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
核
融
合
原

型
炉
へ
の
道
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

図1 国際熱核融合実験炉 (ITER) 装置図
出典： http://www.fusion.qst.go.jp/ITER/iter/page1_7.html

超伝導コイル

ダイバータ
真空容器

ドーナツ状プラズマ
ブランケット

図2　タングステンモノブロック構成と内部の熱流束等高線図例
熱障壁層を設置してモノブロック表面から

伝熱面への熱流を分散させます。
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「
人
の
動
き
を
観
察
す
る
」

　

ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
は
様
々
な
情
報
を
収

集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
人
の

動
き
に
関
す
る
情
報
が
そ
の
主
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
で

し
ょ
う
。
近
年
、
ビ
デ
オ
や
そ
の
映
像
の

分
析
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
用
い
ら
れ
、

多
く
の
情
報
か
ら
よ
り
詳
細
な
分
析
が
可

能
と
な
り
、
指
導
助
言
も
以
前
よ
り
具
体

的
な
デ
ー
タ
ー
を
提
示
し
な
が
ら
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
情
報
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発
揮
に
お
け
る
問
題
点

の
解
決
が
容
易
に
な
る
場
合
と
逆
に
新
た

な
問
題
点
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
得
ら
れ
る
情
報
に
は
、
動
作
の

方
向
・
大
小
、ス
ピ
ー
ド
の
遅
速
、リ
ズ
ム
、

タ
イ
ミ
ン
グ
、
力
の
強
弱
な
ど
視
覚
的
、

空
間
的
、
時
間
感
覚
、
筋
感
覚
的
な
ど

様
々
で
す
が
、
動
き
と
同
時
或
い
は
、
そ

の
前
後
の
心
理
的
情
報
も
重
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
対
戦
相
手
と
直
接

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
う
競
技
で
は
相
手

の
存
在
そ
の
も
の
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
精
神

面
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
高
ま
り
ま

【
研
究
室
を
訪
ね
て
】

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
　
教
授

島
田
　
茂

よ
り
最
適
な
練
習
法
を
探
し
て

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
人
の
動
き
を
観
察

す
る
と
き
に
は
「
こ
こ
ろ
の
動
き
」
も
観

察
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
」

　

動
き
、
方
向
、
リ
ズ
ム
、
タ
イ
ミ
ン
グ

等
は
ビ
デ
オ
提
示
と
簡
単
な
言
語
教
示
で

ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド

や
力
の
強
弱
な
ど
は
視
覚
情
報
だ
け
で
は

不
足
す
る
の
で
こ
れ
ら
の
情
報
を
特
異
的

に
言
語
化
で
き
る
能
力
が
指
導
者
に
求
め

ら
れ
る
一
方
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
は
こ
れ

ら
の
情
報
を
も
と
に
動
き
や
フ
ォ
ー
ム
を

脳
内
で
組
み
立
て
、
イ
メ
ー
ジ
化
で
き
る

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
最
適
な
一
言
を

探
し
出
す
に
は
よ
り
多
く
の
経
験
知
（
時

に
は
暗
黙
知
）
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
内
省
報
告
と
観
察
あ
る
い
は

ビ
デ
オ
分
析
結
果
か
ら
推
測
し
、
言
葉
探

し
を
し
ま
す
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
す
。
と
同

時
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
指
導
者
が
同
じ
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
化
で
き
て
い
な
い
と
目
的

達
成
は
不
可
能
な
の
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
十
分
な
時
間
を
か

け
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
科
学
的
な
運
動

の
捉
え
方
を
解
説
し
、
動
き
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
、
筋
肉
の
構
造
や
機
能
は
ど
う

な
の
か
、
ま
た
、
運
動
指
令
は
脳
で
ど
の

よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
る
か
等
を
知
識
と

し
て
共
有
で
き
る
よ
う
に
話
し
込
ん
で
い

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
運
動
の
成
就
、
運
動

の
上
達
過
程
を
最
適
化
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
練
習
方
法
を
実
験
的
に
あ
る
い
は
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
文
献
研
究
し
て
探

し
出
し
て
い
く
の
が
科
学
的
分
析
と
指
導

現
場
を
つ
な
ぐ
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ビ
デ
オ
分
析
も
指
導
方
法
と
し
て
、

ス
ロ
ー
再
生
や
コ
マ
送
り
再
生
で
多
量

の
情
報
を
提
示
す
る
一
方
、
少
し
情
報
量

を
少
な
く
し
て
、
即
ち
、
コ
マ
落
と
し
で

提
示
す
る
方
が
特
徴
を
捉
え
や
す
く
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
ト
ッ
プ
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
指
導
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
の
初
心
者
ま

で
幅
広
く
運
動
学
習
に
取
り
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　

右
下
の
写
真
①
②
は
二
人
の
ス
タ
ー
ト

の
ス
ピ
ー
ド
が
同
じ
で
も
、
準
備
状
態
の

構
え
が
変
わ
る
と
ス
タ
ー
ト
に
差
が
出
る

例
。

「
指
示
の
違
い
」

　

次
に
、
左
図
①
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
「
膝

を
曲
げ
な
さ
い
」
か
「
ラ
ケ
ッ
ト
を
コ
ー

ト
面
に
並
行
に
」
か
？

①同じスタート

②構え（準備）の違いで差が！

①

「健康スポーツ科学の基礎」杏林書院2009より
「体育科教育」大修館書店2004.12より
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　駐日英国大使館の大野 真美子氏（当時：科学技術部エネルギー＆先端技術担当）から取材を受けました。大野氏より「英国では、
環境問題の観点から星空を守る保護活動が積極的に進められており、福井工業大学の“ふくいＰＨＯＥＮＩＸプロジェクト＂と理念が一
致している。」との挨拶があり、その後、本ブランディング事業を立ち上げた目的や活動内容についての紹介、宇宙に関する情報
交換を行いました。なお、本取材内容は英国外務省広報誌にて特集掲載されました。掲載内容につきましては、特設ホームペー
ジをご覧下さい。特設ホームページＵＲＬ：www.fukui-ut.ac.jp/phoenix/

駐日英国大使館からの取材 期日  ：  平成２９年４月１７日㈪～１９日㈬

　自由民主党・総合政策研究所 坂本 規博特別研究員をお招きし、「宇宙産業の振興に向けた宇宙利用の拡大」と題し、講演会を
開催しました。
  講演では、宇宙利用産業の振興に、⑴ 宇宙データ利用の拡大が必要であり、ア データへのアクセス環境の改善、イ データ利
用拠点の整備、ウ データ利用システムの国際展開が検討されている事に加え、⑵ ロケットの新射場（アジア宇宙輸送センター）
の整備が検討されている事などを説明され、衛星データだけでなく地上データ等と組み合わせて高次処理を施すことがビジネス
化の鍵であることを話されました。

宇宙産業振興に関する講演会の開催 期日  ：  平成２９年５月２６日㈮

“ ふくいＰＨＯＥＮＩＸプロジェクト” では、Ｔｗｉｔｔｅｒや特設ホームページにて様々な情報を配信しております。
Ｔｗｉｔｔｅｒのアカウント、特設ホームページのＵＲＬを紹介しますので、是非、フォローやアクセスして下さい。
■ Ｔｗｉｔｔｅｒアカウント名：@fppstart2016　　■ 特設ホームページＵＲＬ：www.fukui-ut.ac.jp/phoenix/

▼

特設ホーム
ページ
QRコード

　本学の重点的な研究分野である『宇宙』と『地域貢献』を融合した大型プロジェクト研究
“ふくいＰＨＯＥＮＩＸプロジェクト＂ が平成28年度に文部科学省「私立大学研究ブランディング
事業」に採択され、平成28年度から5ヵ年計画で事業が遂行されています。
　次の通り主な活動を紹介します。

『宇宙』事業推進のために地域と協働する
“ふくいＰＨＯＥＮＩＸプロジェクト＂

インタビュー風景
左より　羽木教授、中城教授、大野氏、森島学長、池田副学長

坂本氏

インタビュー風景
左より　大野氏、青山先生

講演会風景
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学内奨学金制度紹介
奨学金区分 内　　　　　　　容

１ 特待生奨学金

［H27年度以前入学者］
授業料50％減免

［H28年度以降入学者］
学納金50％減免

対　　象：学部2年次以上及び大学院博士前期課程
条　　件：前学期末までの成績GPA評価3.80以上
	 ※博士前期課程1年生前期：学部の成績
	 　それ以降は前学期の成績
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと） 

2
［H27年度以前入学者のみ］

準特待生奨学金 授業料20% 減免
対　　象：学部2年次以上及び大学院博士前期課程
条　　件：前学期末までの成績 GPA 評価3.50以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと） 

3 学習奨励金 ［H28年度以降入学者］
5万円給付

対　　象：学部2年次以上（博士前期・後期課程は対象外）
条　　件：前学期の成績GPA3.80以上かつ前学期の修得単位数

が15単位以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

4 育英奨学金

［H27年度以前入学者］
学納金50％減免

［H28年度以降入学者］
学納金30~70万円減免

［家計急変者］
学納金70万円減免

　　※該当年度を適用

対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年及び家計急変者
条　　件：学業成績優秀であり、経済的理由により修学に困難が

ある学生、又は本学の定める家計急変事由が発生した
学生

募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

5 ［H27年度以前入学者のみ］
学生生活奨学金

月額3万円給付
　　※該当年度を適用
　　　（前期なら前後期、
　　　後期なら後期のみ）

対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年
条　　件：経済的理由により修学に困難がある学生、学期末まで

の成績 GPA 評価2.80以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

6 スポーツ特待生
奨学金

大会成績等により
学納金又は授業料減免
　※最大4年間。
　　ただし継続審査あり

対　　象：スポーツ・吹奏楽推薦入試による入学予定者及び学部、
大学院全学年

条　　件：本学の規程による 

7 災害特別奨学金
被害状況により
学納金等減免

又は災害援助金支給

対　　象：入学予定者及び学部、大学院全学年
条　　件：本学の規程による
募集期間：随時（ただし、被災日より1年以内）

8 兄弟学費減免
奨学金

最年少にあたる学生の
学納金50％減免

対　　象：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している最年
少の学生 

条　　件：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍していること
募集期間：毎年4月

9 外国留学奨励
奨学金

学納金の半額を上限に、渡航
費、生活補助費または、留学先
学費の一部補助

対　　象：本学学部生2年次以上または工学研究科1年次以上の
者で交換留学生又は認定留学生である者

条　　件：本学の規程による

10 大学院進学奨励
奨学金

（第1種）
学納金の50％減免

（第2種）
国立大学大学院授業料
標準額と本学学納金と

の差額を減免

対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：本学の規程による

11 離島・沖縄県
出身者支援奨学金

国立大学標準額と本学
学納金との差額を減免

対　　象：本学の規程による
条　　件：本学の規程による
	 ※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

12 特別奨励金
資格取得もしくは優秀な
成績を修めたクラブ等に

奨励金支給

対　　象：学部・大学院全学年
条　　件：本学の規程による
募集期間：随時

奨学金についての問い合わせ：学務課／☎0776‒29‒7865
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後 期 行 事 予 定
月 日 行　　　事

  9月 19日～ 22日 後期受講登録ガイダンス

25日 後期授業開始

10月 7日～ 8日 大学祭

9日 大学祭　後片付け

12月 26日～
冬季休業

  1月 ～ 6日

月 日 行　　　事

  1月 9日 授業再開

中旬 学園成人式

上旬～下旬 卒業研究発表会

  2月 5日～ 春季休業

  3月 15日 学位記授与式

31日
春季休業終了
学年終了

後 期 受 講 登 録 ガ イ ダ ン ス
ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リ テ ィ 講 習 会 に つ い て

ガ イ ダ ン ス の 持 ち 物

9月19日 9月20日 9月21日 9月22日

火 水 木 金

１年生 ２年生 ３年生 ４年生

1 .　学生便覧

2 .　学生証

3 .　アカウントカード

4 .　筆記用具

5 .　ノートパソコン、電源ケーブル

6 .　LANケーブル
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医務室からのお知らせ

【利　用　案　内】

充実した学生生活を送るためには、心身共に健康であることが大切です。
『自分の健康は自分で守る』事ができるよう、医務室では学生の皆さんの健康のサポートをしています。

場　　所　大学2号館1階　学務課の隣（2号館自動ドア入ってすぐ左）
開室時間　平日：月～金　8：30～ 17：30
スタッフ　看護師1名
そ の 他　車椅子1台、担架2台、AED1台を設置しています。

１.	病気やケガの応急処置、医療機関紹介
 体調がすぐれないときや、ケガをしたときの応急処置等
を行います。また、体調が回復するまでしばらく休養した
い、持病があるため授業の空き時間に休養したい等の時
に利用することも可能です。

２.	学生定期健康診断
 学校保健安全法に基づき、学生は必ず全員受けなければ
ならない義務があります。また、健康診断証明書を発行
するために必要となります。特に3年生、4年生、大学院
生は就職活動で必要になる場合があります。

３.	健康相談（身体・こころ）
 学生生活での不安や悩みなどについて随時対応します。

４.	健康チェック

５.	その他
 献血・AED 講習会・インフルエンザ予防接種
 インフルエンザ予防接種については後援会からの補助金
もあります。

ご相談窓口のご案内
　学習・就職・学生生活など、日頃から気に懸かっていることやご心配ごとがございましたら、
お気軽に下記担当課へご相談ください。

問い合わせ先 メールアドレス

総 合 窓 口 0776−29−7864	（庶務課） syomu-u@fukui-ut.ac.jp

学 　 び（教 務 関 係） 0776−29−7865	（学務課） kyomu-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−7870	（図書課） tosyokan@fukui-ut.ac.jp

0776−29−2403	（学習支援室・教職支援室） gakusyu@fukui-ut.ac.jp

暮 ら し（学生生活関係） 0776−29−7867	（学務課） gakusei-u@fukui-ut.ac.jp

	 （医務室） imushitsu@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（大学院進学関係） 0776−29−7871	（入学課） kouhou@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（ 就 　 職 ） 0776−29−7868	（就職支援課） syusyoku@fukui-ut.ac.jp

大学の研究支援、社会貢献活動、同窓会 0776−29−2661	
（社会連携推進課）0776−29−7834

shakai-u@fukui-ut.ac.jp
futcrc@fukui-ut.ac.jp

セ ン タ ー 管 理 課 0776−29−2671

情 報 シ ス テ ム セ ン タ ー 0776−29−7873	（電算管理課） densan@fukui-ut.ac.jp

出　　　　　納（学費納入関係） 0776−29−7854

あ わ ら キ ャ ン パ ス 0776−79−0111

※発信元や通信の事由が的確でない電子メールに関しましては、お応えしかねる場合がございますのでご了承ください。
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福
井
工
業
大
学
後
援
会
規
約

【
第
１
章　

名
称
及
び
目
的
】

第
1
条	

1
本
会
は
、
学
校
法
人
金
井
学
園
福
井
工
業
大
学
後
援
会
と

称
す
る
。

	

2
事
務
所
は
、
福
井
工
業
大
学
事
務
局
に
置
く
。

第
2
条	

本
会
は
、
福
井
工
業
大
学
の
繁
栄
を
期
し
、
会
員
相
互
の
連
絡

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
第
２
章　

目　

的
】

第
3
条	

本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
行
う
。

	

⑴
大
学
の
運
営
に
寄
与
す
る
事
項

	

⑵
学
生
の
福
利
厚
生
の
増
進
に
寄
与
す
る
事
項

	

⑶
会
員
相
互
の
連
絡
親
睦
を
図
る
事
項

	

⑷
そ
の
他
、
会
目
的
に
必
要
な
事
項

【
第
３
章　

会　

員
】

第
4
条	

本
会
の
会
員
は
、
正
会
員
、
賛
助
会
員
と
す
る
。
正
会
員
は
、

福
井
工
業
大
学
に
在
学
す
る
学
生
の
親
又
は
親
族
と
す
る
。
賛

助
会
員
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

【
第
４
章　

役
員
及
び
顧
問
】

第
5
条	

1
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

	

　

⑴
会　

長　
　

１
名

	

　

⑵
副
会
長　
　

２
名

	

　

⑶
理　

事　
　

若
干
名　

	

　

⑷
監　

事　
　

２
名　

	

2
役
員
の
任
期
は
、
１
年
と
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
6
条	

会
長
、
副
会
長
、
監
事
及
び
理
事
の
選
出
は
、
役
員
会
で
選
考

し
、
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

第
7
条	

1
賛
助
会
員
は
、
役
員
会
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
て
選
考
し
、

会
長
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。

	

2
顧
問
は
会
長
が
、
学
識
経
験
者
又
は
在
学
生
の
親
若
し
く
は

親
族
が
公
職
等
に
あ
る
者
に
委
嘱
す
る
。

第
8
条	

1
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
括
す
る
。

	

2
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ

に
代
わ
る
。

	

3
監
事
は
、
会
計
を
監
査
し
て
総
会
に
報
告
す
る
。

	

4
理
事
は
、
会
長
の
命
を
受
け
会
務
を
処
理
す
る
。

【
第
５
章　

総
会
及
び
役
員
会
】

第
9
条	

1
定
例
総
会
は
、
毎
年
１
回
行
う
。
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と

き
は
、
臨
時
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

	

2
総
会
の
議
長
は
、
会
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。

	

3
役
員
会
は
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

	

4
総
会
は
、
会
員
総
数
の
３
分
の
１
以
上
の
出
席
を
も
っ
て
成

立
す
る
。

	

5
総
会
の
決
議
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す

る
。

	

6
総
会
の
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

　

⑴
役
員
の
承
認

	

　

⑵
決
算
承
認

	

　

⑶
予
算
審
議

	

　

⑷
事
業
報
告

【
第
６
章　

会　

計
】

第
10
条	

1
本
会
の
経
費
は
、
会
費
及
び
寄
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
。

	

（
会
費
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。）

	

2
会
計
年
度
は
毎
年
4
月
に
始
ま
り
翌
年
3
月
に
終
わ
る
。

附　

則

	

こ
の
規
約
は
、
昭
和
43
年
5
月
16
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

平
成
7
年
5
月
22
日
改
正

　
　
　
　
　
　

平
成
14
年
5
月
11
日
改
正

　
　
　
　
　
　

平
成
18
年
5
月
20
日
改
正

平成29年度

秋季保護者個別懇談会の
ご案内

教職員との親睦・交流の場として、保護者個別懇談会を開催いたします。
学修状況、就職、学生生活等についてお気軽にご相談下さい。

多数のご出席をお待ちしております。

10/7土
13：00〜16：00

同日に大学祭を開催しております。
ランチチケットと致しまして、大学祭模擬店
にて利用できるチケットを御配り致します。

■	学業、就職、学生生活、大学院進学、
	 カウンセリング等に関する相談について

内　　　　　容

会　　場

受　　付

参加方法

申込方法

申込期日

福井工業大学　福井キャンパス
大学2号館
大学2号館1Ｆ　学生ロビー
事前申込制
福井工業大学　庶務課へ
電話もしくは、E-mail にて
電話：0776-29-7864
E-mail：syomu-u@fukui-ut.ac.jp
平成29年9月29日（金）

・懇談順は、申込順とさせていただきます。

・教員手配や資料準備等がございますので、
　事前申込をいただきますようお願い致します。

・懇談開始時刻は、10月2日以降に事務局より
　随時連絡を致します。




